
明治～昭和期の日本の
雑誌・新聞記事の探し方

2021.7 大阪大学総合図書館 学習・調査支援担当

記載している情報はいずれも2021年6月時点で確認した情報です。



本教材のフォーカス

発行時期

明治・大正・昭和期

対象とする資料

日本の一般誌・大衆誌の記事
学術雑誌論文は対象外！

日本の新聞の記事

これらの資料について、記事情報を探す方法と、

実際に入手する方法をご紹介します。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



本講習会の構成

1. 雑誌記事情報の探し方

2. 新聞記事情報の探し方

3. 実際に記事を入手する

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



1.雑誌記事情報の探し方



探索ツールの概要

網羅的なデータベースは無い

条件に該当する記事を探している（＝特定の記事で無い）場合は、

複数の探索ツールを併用し、他にも該当記事が無いかを確認してみる必要がある。

書誌索引や参考図書等の紙の資料にしか無い情報も多い

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事は、

データベースやWeb上では検索できないが、紙の資料に情報がある

というケースがまだまだ多い。

主要な書誌索引・参考図書を頭に入れておくと探索の幅が広がる。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



データベース活用のポイント

どのような雑誌のどのような年代が収録されているかを知る

データベースのヘルプページや、提供元Webサイトで、収録内容を確認する

収録内容が明記されていない場合は、内容を探ってみる

雑誌名を指定して検索：自分がよく活用するいくつかの雑誌名で検索してみる

記事の出版年を指定して検索：自分が着目している年代の収録記事量を探る

どのような検索機能があるか知る

「詳細検索」機能など高度な検索機能を確認

AND検索やOR検索など、キーワードの掛け合わせができるか

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



データベース活用のポイント

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

OR検索の有効な活用場面

ペンネームや本名など、ある人物の書いた

もしくはある人物についての記事を漏れなく

検索したい

ex. 「森鴎外」と「森林太郎」

組織や事項の名称のさまざまな呼び方や、

名称の変遷を含めて検索したい

ex. 「大阪大学」と「大阪帝国大学」



⓪CiNii Articles について

雑誌論文を探すことに主眼をおいたデータベース

学術雑誌論文に焦点を当てて、さまざまな情報源からデータを集めている

→明治～昭和期の日本の一般誌・大衆誌などの雑誌記事を探す、という目的からする

と有用ではない。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

ある事柄・人物についての研究論文 / ある人物の執筆した研究論文

→CiNii Articlesなどの論文データベース

ある事柄・人物についての一般雑誌記事、ある人物の執筆した一般雑誌記事

→このあと紹介する雑誌記事データベースや書誌索引など

という形で、検索ツールを使い分ける必要があります。



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

大阪大学で契約している有料データベース

主な収録内容

過去に出版された目録・総目次等から独自に索引した目次データ

国立国会図書館デジタルコレクションのうち、戦前の雑誌の目次データ。さらにざっ

さくプラス独自に目次を拡充。

全国誌だけでなく地方誌も。戦前植民地期の朝鮮語雑誌も収録。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

約2,730万件の
記事情報
（2021年6月現在）



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

アクセス方法

【大阪大学のキャンパス内から】

図書館Webサイトの「データベース」

タブ内「すべてのタイトルを表示」から、雑誌記事

索引集成データベースを選択して、アクセス。

【大阪大学のキャンパス外から】

図書館Webサイトの「キャンパス外から電子リ

ソースを使う」から、雑誌記事索引集成データベー

スを選択してアクセス。



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

簡易検索モードでのキーワード検索対象は、

「論題名」と「著者名」が対象になります。



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

検索結果一覧上部のグラフ

ざっさくプラス内の出版年ごとの収録記

事件数が一目で分かる

該当年のところをクリックすると、検索

結果一覧のうち、その年代のところまで

飛ぶことができる



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

さまざまな情報源からデータを採録しているため、

同じ記事の情報が重複して存在している場合がある。

⇒「論題名」をクリックした先の情報なども踏まえて、

同じ記事かどうか見極める。



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

AND検索 → 検索窓に「キーワード△キーワード」と入れる

OR検索 → 検索窓に「キーワード△OR△キーワード」と入れる

※ △は半角スペース

ペンネームや外国の地名・人名表記などを含めた同義語検索機能が一部あるが、

何が同義語の対象になっているかは公開されていない。

⇒正確な検索をしたいときは、きちんとOR検索するほうがおすすめ。



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

詳細検索モード

雑誌名を指定した検索が可能。

ただし、簡易検索モードのような、論題名＋著者名の検索窓が無いので、漏れなく検

索したいときには少し不便。（次スライド参照）

図版検索モード

「図版や写真がついていそう」な記事を検索できるモード

ざっさくプラス側で、実際に図版や写真がついているか確認しているわけではないの

で、注意。
※論題等に「図版」「写真」などのキーワードが入っているものを機械的に抽出しているだけ。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



①雑誌記事索引集成データベース
（ざっさくプラス）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

インタビュー記事や座談会記事などでは、論題欄に著者・発言者が

入っていたりすることもある。

→詳細検索モードよりも、簡易検索モードで検索する方が漏れがない。



②国立国会図書館デジタルコレクション

主な収録内容 https://dl.ndl.go.jp/ja/intro.html#idx4-1

国立国会図書館所蔵の図書

→1968年までに受け入れた約97万冊（うち目次データは約77万冊）

国立国会図書館所蔵の雑誌

→2000年までに発行された約134万冊（1号=1冊、ほぼすべてに目次データあり）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

https://dl.ndl.go.jp/ja/intro.html#idx4-1


②国立国会図書館デジタルコレクション

画像は3段階の公開レベルがある

インターネット公開 いつでもどこでも閲覧・ダウンロードできる

図書館送信限定 図書館内の専用PCでのみ閲覧できる

平日9:00～17:00（総合図書館相互利用カウンタ / 外国学図書館3Fレファレンスカウンタにて）

印刷は職員が行います（25円/私費 10円/公費）

国立国会図書館内限定

国立国会図書館に直接行く もしくは 複写を取寄（取寄不可の資料が一部あり）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

インターネット
公開

図書館送信
限定

国立国会図書館内
限定

図書 約36万冊 約55万冊 約7万冊

雑誌 約1万冊 約81万冊 約51万冊

※令和3年3月現在。現在もデジタル化
作業を行っており、件数は増加中。



②国立国会図書館デジタルコレクション

アクセス方法

検索するだけならば、無料でどこからでもアクセスできる。https://dl.ndl.go.jp/

3つの公開レベル全てにチェックを入れて記事情報検索！

「図書館送信限定」と「国立国会図書館限定」の資料も、目次情報の検索は無料でど

こからでもできる。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

文献データベースとして使用するときは、
3つのチェックボックス全てにチェックを
入れるようにしましょう。

https://dl.ndl.go.jp/


②国立国会図書館デジタルコレクション

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

3つの公開レベルはアイコンで一目で分かるようになっています。

以下のどちらのアイコンも付いていないものは、インターネット公開です。

・「国立国会図書館/図書館送信限定」

・「国立国会図書館限定」

「インターネット公開」です。



②国立国会図書館デジタルコレクション

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

AND検索 → 検索窓に「キーワード△キーワード」と入れるだけ

OR検索 → 詳細検索モードに切り替え後、検索窓に「キーワード△キーワード」と入れ、

右側のプルダウンを「OR」に変更

※ △は半角スペース

国立国会図書館デジタルコレクションには同義語検索機能は無いので、

漏れの無い検索をしたいときは、OR検索を活用する。



②国立国会図書館デジタルコレクション

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

雑誌名をタイトル欄に入力。
完全一致にしたいときは、「/雑誌名/」とする。

詳細検索画面で、「雑誌」タブを選択

「著者・編者」は、記事の著者では無く、
雑誌自体の著者・編者を検索するので
注意！

資料種別を雑誌に限定して検索



2つのデータベースの収録範囲の関係性

明治～昭和（戦前まで）の雑誌目次データ
ざっさくプラスには、国立国会図書館デジタルコレクションの目次データが収録されている。（ただ
し、一部収録漏れがある模様）

国立国会図書館デジタルコレクションの目次データが荒い場合、ざっさくプラス側で目次データを詳
細にして採録し直しているものも多い。（＝ざっさくプラスのほうが検索性が高い。次スライド参
照）

昭和（戦後から）の雑誌目次データ
ざっさくプラスには、国立国会図書館デジタルコレクションの目次データは基本的には収録されてい
ない。
一方で、ざっさくプラスは多くの情報源から目次データを収録しているので、実際には2つのデータ
ベースの収録範囲はある程度重なっていると思われる。

図書目次データ
ざっさくプラスには、国立国会図書館デジタルコレクションの目次データは収録されていない。

（そもそも、ざっさくプラスは雑誌記事情報のデータベースであり、基本的に図書目次は対象外）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



2つのデータベースの収録範囲の関係性

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

例えば、同じ雑誌の同じ号で比較すると、

ざっさくプラスのほうが詳細に目次情報がとられている

ケースがある。



③Web-OYA bunko

有料のデータベース / 大阪大学では未契約
大阪府立中央図書館、大阪市立中央図書館、国立国会図書館関西館などに直接行けば、

利用可能。（2021年6月現在の状況）

主な収録内容
週刊誌・女性誌・月刊総合誌など、大宅壮一文庫で所蔵している雑誌の記事を採録し

たもの。

・1988年以降の雑誌記事索引を約450万件

・『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録』に収録された1987年以前の索引データ約100

万件（明治時代の記事3,600件、大正時代の記事1万件、昭和期は昭和63年までの記事

100万件）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



③大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録

冊子の書誌索引 / 総合図書館に所蔵あり

本編（明治～1984年、1985～1987年、1988～1995年）と追補（1888 ～1987年）

あり。

★配架場所：総合図-書庫2階 書誌・索引 R027.5||OYA||（巻）

主な収録内容

週刊誌・女性誌・月刊総合誌など、大宅壮一文庫で所蔵している雑誌の記事を採録し

たもの。

本編と追補編を併せると、明治～1995年までの期間で、索引数は約225万件。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



③大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録

2種類の索引を有効に活用する。

人名編
国内外著名人について、その人物に関する記事を索引したもの。
もちろん著者である記事も含むが、著者索引ではない。

件名編
雑誌記事を事項別、事件別に分類して索引したもの。
独自の大宅式分類法によって分類されている。

件名編の利用手順（推奨）
1)「件名総索引」で、探したい項目の件名が何にあたるのかを確認する。

2) 1)で狙いを定めた件名を用いて、総目録本体の件名編で探す。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



3つのデータベース等の簡単な比較

どれか1つにしか収録されていない情報も多い

広く情報を探したいときは、3つともチェックするのがおすすめ

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

ざっさくプラス
明治～昭和戦前の記事情報の多さ
独自データ多数で最大の収録記事数

国立国会図書館
デジタルコレクション

探索から画像確認までシームレス
他2つには無い、図書の目次情報が充実

大宅壮一文庫
雑誌記事索引総目録

大衆誌やサブカルチャー誌に強い
関連記事をまとめて探しやすい索引がある



紙の資料について：主な種類

総目次
雑誌の目次情報を集めて収録した資料。複数誌を集めて収録したものと、1誌のみを対象に
したものがある。

a) 複数誌を集めたもの
発行時期で限定、分野で限定、作成機関の所蔵資料に限定、等さまざまなケースがある。
全体の索引の有無で利便性が大きく違う。
存在を知らないと蔵書検索で見つけるのが難しい。

b) 1誌のみのもの
主に、図書等として改めて発行される場合と、該当誌内で節目に収録される場合がある。

前者→蔵書検索がしやすい
ex. 雑誌名と、目録 or 目次 or 総覧 or 索引 or 細目 など で検索

後者→存在を把握しづらいので、総目次の総覧などを活用

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



紙の資料について：主な種類

ある人物に関する文献目録
事典のように多くの人物を収録したものから、特定の人物のみに焦点をあてたものまでさ
まざま。後者を参照できれば豊富な情報を得られる。図書として刊行されるケースや、雑
誌論文として発表されるケースなどがある。

採録対象については、著作に限っているもの、その人物を対象にした研究文献も含めてい
るものなどさまざま。

★1つの文献目録に頼りすぎない
・文献目録刊行後に発表された文献がある可能性

・その文献目録には含まれていない文献がある可能性

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

代表的な紙の資料については、別途掲載している『参考資料：明治～昭和

の雑誌記事を探すために有効な冊子資料について』をご参照ください。



紙の資料の活用のポイント

Point1：自分の探索内容や制約条件によって使い分ける

・ある特定の雑誌に的を絞った研究（＝雑誌が制約条件 →総目次）

・ある人物の著作をできるだけ集めたい（＝人物が制約条件 →人物文献目録）

・ある事件・事象を扱った記事を集めたい（→件名索引のある資料が便利）

Point2：索引を有効に活用する

索引があるかどうか必ず確認し、あれば正確に活用

Point3：収録内容や採録基準を把握する

凡例のページなどで、「何を探せていて、何を探せていないか」を明確に意識して活

用

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



2.新聞記事情報の探し方

E-learning教材

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方
2021.7 大阪大学総合図書館 学習・調査支援担当



探索ツールの概要

新聞ごとのデータベースの活用が基本

大手4紙（朝日・読売・毎日・日経）は阪大でデータベースの契約あり

記事検索ツールとしては、ほぼこれだけ

留意点：紙面画像があってもキーワード検索が全くできない部分がある

→各データベースのキーワード検索が有効な範囲をきちんと把握して活用する

→キーワード検索が効かない部分は、紙面画像を目視確認していくしかない

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



日本の全国紙の特徴を理解する

各本社版や地域面の存在を意識する
引用情報などから、特定の記事を探してみたけどなぜか見つからない・・・

→必ずしも東京本社版の記事とは限らない。大阪本社版などの別の本社・支社版や、地域面に掲載の

可能性も視野に。

各本社版
日本の大手全国紙の場合、国内をいくつかのエリア（＝本社・支社）に分け、そのエリアごとに紙面

編集を行っている。

そのため、各本社版ごとに採録記事や記事内容が異なっていたり、記事掲載面が異なっていたりする。

地域面
都道府県（もしくはさらに細かいレベル）にて編集されている面。

ローカルニュースの掲載のほか、地域面内で連載が持たれるようなことも。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



【大阪大学のキャンパス内から】

図書館Webサイトの「データベース」

タブ内「よく使われるタイトル」から、該当の

新聞データベースを選択して、アクセス。

【大阪大学のキャンパス外から】
図書館Webサイトの「キャンパス外から電子リ

ソースを使う」から、該当の新聞データベース

を選択して、アクセス。

契約上、大阪大学内で同時に利用できる人数が

決まっているため、使い終わったら速やかな

ログアウトにご協力ください。

新聞データベースへのアクセス方法

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



①朝日新聞 聞蔵IIビジュアル

大阪大学で契約している有料データベース

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

収録範囲の概要



①朝日新聞 聞蔵IIビジュアル

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方 37

「AND」ボタンをクリックすると、
「&」が自動で挿入されて、
AND検索が可能です。
「OR」検索も同様の方法で
可能です。

明治~昭和期の記事検索には、
このタブを選択



①朝日新聞 聞蔵IIビジュアル

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方 38

各記事に対して、聞蔵II側で検索キーワードを

設定していて、検索でヒットしやすくなっている。

どのようなキーワードが付与されているか確認する

こともできる。

→他の検索キーワードを入手できるので便利



①朝日新聞 聞蔵IIビジュアル

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方 39

「検索実行」ボタンをクリックしてしまうと、

キーワード検索可能な紙面しか出てこない。

紙面画像を利用したいときは、

必ず「発行紙を検索」ボタンから！

明治～昭和期に関して、

東京本社版（+一部年代の大阪本社版）

以外の紙面や記事は、

実質的には「発行紙を検索」ボタンからしか

利用できません。

×



①朝日新聞 聞蔵IIビジュアル

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方 40

「発行紙を検索」ボタンからの

検索結果一覧



大阪大学で契約している有料データベース

②読売新聞 ヨミダス歴史館

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

収録範囲の概要



②読売新聞 ヨミダス歴史館

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

明治~昭和期の記事検索には、
このタブを選択

「AND」ボタンをクリックすると、
AND検索が可能。
「OR」検索も同様の方法。

より高度な検索方法は、
「検索サポート便利帳」を参照。



②読売新聞 ヨミダス歴史館

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

日付や期間を指定して、
紙面を通覧したいとき

1)左側の「日付範囲」もしくは「日付
一致」を選択してから日付入力
2)「検索する」ボタンをクリック
3)記事一覧が表示されるので、いず
れかの記事を開く
4)紙面が開くと、そこからページや日
付を操作して通覧できる



③毎日新聞 マイ索

大阪大学で契約している有料データベース

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

東京 紙面検索

記事検索 1872創刊～1986：紙面画像あり、主要記事見出しでの検索のみ 1987～

記事全文検索

※紙面画像は1999年まで。

大阪 紙面検索 1876創刊～1942：紙面画像のみ、検索不可

記事検索

記事検索 1994/1995～

記事全文検索

※紙面画像無し

198019301920

中部・西部・
北海道

1880 1890 1900 1910

1872創刊～1999：紙面画像のみ、検索不可

1990.10～記事全文検索

※紙面画像無し

2000 2010 202019901940 1950 1960 1970

収録範囲の概要



③毎日新聞 マイ索

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

記事をキーワード検索したいときは、
ここから。
※ただし、明治~昭和期は東京版の主要記事
見出しでの検索しかできない。

日付や期間を指定して
紙面を通覧したいときは、
ここから。



3つの新聞データベースの簡単な比較

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

データベース 紙面画像の収録範囲 キーワード検索可能な範囲

朝日新聞
聞蔵IIビジュアル

東京版、大阪版：創刊号～
名古屋・西部版：1940年9月～
北海道版：1940年11月～

対象：東京版（＋一部の年代の大阪版）
記事見出し+聞蔵IIビジュアルが付与した
キーワードで検索が可能。

読売新聞
ヨミダス歴史館

東京版：創刊号～
対象：東京版
記事見出し+ヨミダス歴史館が付与した
キーワードで検索が可能。

毎日新聞
マイ索

東京版：創刊号～
大阪版：創刊号～1942年

対象：東京版の主要記事のみ
記事見出しで検索が可能。

明治～昭和期に関して、紙面画像収録範囲や検索可能範囲の比較

いずれも、記事本文に対してのキーワード検索は不可です。



各本社版や地域面の記事検索

明治～昭和期は東京本社版以外の記事はキーワード検索できない
（朝日新聞 聞蔵IIビジュアルで一部年代の大阪本社版を検索できる例外を除く）

そのため、引用情報をもとに東京本社版を確認して掲載が無い場合、どの本社版や地

域面に掲載がありそうか推定するしかない。記事の内容や、著者の在住地・出身地な

どを手掛かりに。

データベースに紙面画像が無い場合も、各本社版や地域面を所蔵している図書館へ掲

載調査依頼をすることはできる

→総合図書館参考調査カウンタなど、お近くの図書館へご相談ください

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



④日本経済新聞 日経テレコン

大阪大学で契約している有料データベース

大阪大学の契約上、本文全文を読むことができる範囲は1981年以降のため、

明治～昭和の記事検索という観点ではあまり利用シーンは無い。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

東京 1975.1～1981.9：記事見出し＋一部記事の抄録のみ（画像・全文とも無し）

1981.10～：記事全文検索

1988.6～：紙面画像あり

1976.1～1982.10：記事見出し＋一部記事の抄録のみ（画像・全文とも無し）

1982.11～：記事全文検索

1993.1～：紙面画像あり

記事検索
（日本経済新聞朝刊
/夕刊）

記事検索
（日経地方経済面）

各本支社
記事
+地域版

20202000 2005 2010 20151975 1980 1985 1990 1995

収録範囲の概要



大手4紙以外の新聞記事検索について

東京新聞/中日新聞、産経新聞はデータベースが存在するものの、明治～昭和期は今のとこ
ろ収録されていない。

そのほかの業界紙や地方紙についても、データベースが少しずつ登場しているが、昭和期
まで遡れていないと思われる。

冊子体等で、索引類が出版されている新聞はある。
Ex. 〇〇新聞記事一覧、〇〇新聞索引、〇〇新聞記事目録

ある出来事の報道のされ方を知りたい、という場合は集成資料も有効。
『明治/大正/昭和 ニュース事典』『新聞集成 明治/大正/昭和 編年史』『新聞集成大正史』『日本初期新聞全集』
※『資料別調べ方ガイド③ 新聞資料の探し方』B3-1 参照

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

先に紹介した大手4紙も含めて、各新聞についての詳しい情報は、

別途掲載している『資料別調べ方ガイド③ 新聞資料の探し方』を

ご参照ください。



有用な無料のデータベース

神戸大学新聞記事文庫（無料のデータベース）

http://www.lib.kobe-u.ac.jp/sinbun/

神戸大学経済経営研究所が選別・収集した新聞記事をデジタル化したもの。採録紙は

大阪の主要紙・経済紙を中心に幅広く、経営・経済を主体として広い分野を扱う。収

録対象は明治末～昭和45年にかけて。本文の全文検索も可能。

その他、新聞広告が対象のデータベースもあり。

※別途掲載の『資料別調べ方ガイド③ 新聞資料の探し方』B2-2 参照

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



3.実際に記事を入手する

E-learning教材

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方
2021.7 大阪大学総合図書館 学習・調査支援担当



雑誌記事：資料形態のさまざま

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

復刻版 原本の紙面を撮影・複写などして作製した冊子。

マイクロフィルム 原本を縮小撮影したもの。専用の機械で閲覧する。

デジタル化資料

原本などをもとにデジタル化した画像。
デジタルアーカイブとして無料で公開されている
ものや、データベースや電子ジャーナルとして販
売されているものなどさまざま。

全集やアンソロジー
などへの収載

雑誌の一記事や、雑誌連載が後にこういった資料
に収載されることがある。
原本との異同が無いかは注意が必要であり、初出
を確認して原本等にあたるほうが望ましい。



新聞記事：資料形態のさまざま

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

縮刷版
原紙の紙面を撮影・複写などした後、縮小印刷して
作製した冊子。

マイクロフィルム 原紙を縮小撮影したもの。専用の機械で閲覧する。

デジタル化画像
（データベース）

大手紙の場合、検索ツールとしてのデータベースが
そのままデジタル化画像閲覧ツールとなる。



本文入手に向けた流れ

以下のような優先順位で、調査を進めるのがおすすめ

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

レベル1 デジタル化資料の有無の確認

レベル3 ILLサービスの利用

レベル2 大阪大学での紙資料等の所蔵有無の確認



レベル1：デジタル化資料の有無の確認

基本的には雑誌・新聞単位での利用可否を以下の2つで確認

・大阪大学OPAC 及び OPACに情報が反映されていない契約データベース

・国立国会図書館デジタルコレクション

※国文学研究資料館「近代書誌・近代画像データベース」にも図書を中心に雑誌・新

聞も公開画像あり。 https://base1.nijl.ac.jp/~kindai/

※そのほか、ある機関が雑誌単位でデジタル化して公開していることもあるので、イ

ンターネット上で情報を少し調べてみるのもアリ。

例：東京文化財研究所所蔵資料アーカイブズ「みづゑの世界」

http://mizue.bookarchive.jp/

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



レベル1：デジタル化資料の有無の確認

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

データベース一覧に

情報があるので、

ここもチェックする

と良いです。

阪大で利用できるデジタル化資料（＝電子ジャーナル）

基本的には、大阪大学OPACで、雑誌・新聞名で検索できる。

⇔ただし、以下のデータベースの中に収録のものはヒットしない。

■OPACではヒットしない雑誌などの例

JapanKnowledge Lib内のコンテンツ

・風俗画報

・太陽

・文芸倶楽部 明治篇 文芸倶楽部1

・滝田樗陰旧蔵近代作家原稿集

データベース「太宰治自筆資料集」



レベル1：デジタル化資料の有無の確認

国立国会図書館デジタルコレクション
OPACには情報が登録されていないので別途検索する必要がある

公開レベルが「インターネット公開」もしくは「図書館送信限定」であれば利用できる

収録有無の確認方法
国立国会図書館デジタルコレクションで、雑誌名で検索すると、検索結果の並びが分かりづらい。

特定の雑誌の収録有無を調べる便利な方法は以下の2つ。

国立国会図書館オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/ 

雑誌名で検索して検索結果に があれば、デジタルコレクションに収録がある。このアイコ

ンから、直接デジタルコレクションに進むこともできる。

雑誌分類検索 https://dl.ndl.go.jp/ja/serial.html

デジタルコレクションに収録されている雑誌を、その雑誌の扱う主題から探すことのできるサイト。

「この分野の雑誌が何か収録されていないかな」という探し方をしたいときに便利。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



レベル2：大阪大学での所蔵有無の確認

大阪大学OPACを使えば各種形態をまとめて検索可能

OPACでは必ず雑誌・新聞タイトルで検索。記事名ではヒットしないので注意！

資料形態（原本、復刻版、マイクロフィルムなど）ごとに別々にヒットする。所蔵巻

号の範囲を要確認。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

① ②

図書館webサイトトップ
https://www.library.osaka-u.ac.jp/

蔵書検索（OPAC）から

雑誌名・新聞名で検索



レベル2：大阪大学での所蔵有無の確認

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



レベル2：大阪大学での所蔵有無の確認

OPACなどでの所蔵巻号の読み取り方

多くの雑誌は、「巻」「号」の2階層だが、1階層のみの番号をとる雑誌もある。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



レベル3：ILLサービスの利用

Inter Library Loanの略称

図書館同士のネットワークで他の図書館の資料を利用するしくみ

阪大他キャンパスの図書館、他大学図書館、国立国会図書館など

公共図書館についてはお近くの公共図書館でお申込ください

申込は各図書館カウンターで

・申込受付と受取は平日9時～17時

※総合図書館：取り寄せは相互利用カウンタ、訪問利用は参考調査カウンタへ。

・オンラインで申込もできる

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



レベル3：ILLサービスの利用

1. 複写取り寄せ

コピーの取り寄せ（雑誌記事、図書の一部・・・）

有料（複写料と送料）※学内からの取り寄せなら複写料のみ

2. 図書取り寄せ

図書自体を取り寄せて借りる（雑誌は×）

有料（往復送料）※学内から取り寄せなら無料。

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

Webサービスの

から申し込めます。
「文献複写・現物貸借申込み」



レベル3：ILLサービスの利用

３. 訪問利用
直接、所蔵している図書館・研究機関に行く

阪大図書館が先方との間の仲介を行う

Web申込×、3日前までに各図書館カウンターへ

※貴重資料の場合はもっと早めに（2週間前までを目途に）

関西大学との相互利用協定
関西大学（ミューズ大学図書館を除く）は予約なく、学生は学生証 / 教職員は教職員証ま

たは大阪大学附属図書館利用者票の提示だけで利用できる

常勤教職員、大学院生、学部学生 が対象

→非常勤の先生、研究生などの方は通常の訪問利用の手続きが必要です

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



（参考）所蔵機関を探せるツール

CiNii Books https://ci.nii.ac.jp/books/

国内大学・研究機関の所蔵資料の検索に。

国立国会図書館オンライン https://ndlonline.ndl.go.jp/

国立国会図書館の所蔵資料の検索に。

国立国会図書館サーチ https://iss.ndl.go.jp/

国立国会図書館・都道府県立・政令指定都市の図書館所蔵資料の検索に。

カーリル ローカル https://calil.jp/local/

都道府県ごとの図書館等の所蔵資料の横断検索に。

旧・全国新聞目録のデータ
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-700037.php#3

全国の図書館のマイクロフィルム、復刻版等の新聞所蔵リスト。（2021年3月31日で更新停止）

国立国会図書館リサーチナビ 戦前期雑誌の所蔵機関
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-737.php

上述のツールで検索が困難な戦前期雑誌のおもな所蔵機関の個別検索に。

文学館研究会 文学館一覧 https://hiroyukiokano.wixsite.com/literarymuseum/blank-51

全国の文学館のリストとして。（ただし、更新は既に停止している）

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

これらが基本的なツールではありますが、

明治～昭和期の一般誌・大衆誌・新聞

の所蔵機関は難航する場合が多いです。

図書館職員がお手伝いしますので、

お気軽にご相談ください。

https://ci.nii.ac.jp/books/
https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://iss.ndl.go.jp/
https://calil.jp/local/
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-700037.php#3
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-737.php
https://hiroyukiokano.wixsite.com/literarymuseum/blank-51


本教材のまとめ



まとめ：記事情報の探索

雑誌記事情報

複数のデータベースを併用する（それぞれにしか収録の無いものがある）

必要に応じて、紙の書誌索引・参考図書も併用する

新聞記事情報

基本的な探索方法は、新聞ごとのデータベースの活用

キーワード検索が有効で無い部分については、紙面画像を目視確認するしかない

特定の記事を捜索して見つからない場合、各本社版や地域面の存在を意識する

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方



まとめ：記事本文の入手

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

以下のような優先順位で、調査を進めるのがおすすめ

レベル1 デジタル化資料の有無の確認

レベル3 ILLサービスの利用

レベル2 大阪大学での紙資料等の所蔵有無の確認



（参考）国立国会図書館リサーチ・ナビ

国立国会図書館が作成している、テーマ・資料別等の調べ方ガイド。各項目について、調

査に有用な資料・Webサイトを多数紹介している。

https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

本講習会の内容作成にあたって、リサーチ・ナビの以下の項目を参照しました。

雑誌の総目次を探す / 雑誌記事索引 / 文学作品の初出を調べる / 戦前期雑誌の所蔵機関

書評を探す / 人物文献（伝記など）を探す / 国立国会図書館所蔵の内務省交付本

プランゲ文庫の検索 / Gordon W. Prange Collection

主題書誌（関連文献リスト）を探すには / ジャーナリズム・出版に関する文献を探すには（主題書誌）

音楽に関する文献を探すには（主題書誌）

美術・建築に関する文献を探すには（主題書誌）

演劇・映画に関する文献を探すには（主題書誌）

日本文学に関する文献を探すには（主題書誌）



ご相談ください

明治～昭和期の日本の雑誌・新聞記事の探し方

総合図書館参考調査カウンター [平日9:00～17:00]  

sogo-ref@library.osaka-u.ac.jp

雑誌記事・新聞記事の書誌情報調査

雑誌・新聞の所蔵調査

ある調査事項についての文献調査 etc.

対面・メールでのご相談の他、オンライン相談も受付中です。

https://www.library.osaka-u.ac.jp/gakunai/sougou/reference/ 
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本教材で使用した国立国会図書館デジタルコレクションの画像や操作画面については、国立国会図書館へ事前に転載許諾
を取っていることを申し添えます。

また、国立国会図書館デジタルコレクション以外のデータベース操作画面の画像につきましては、事前に提供元へ使用条
件を確認のうえ、その許可範囲内で使用しております。国立国会図書館デジタルコレクションも含めて、データベースの
操作画面の画像について、本資料からの二次的な転載はご遠慮ください。
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